
 

 
 
 
 

 

 
 

 

検査時期：令和６年10月～11月 
検査件数：５１件：４８戸(上伊那地域３３戸、諏訪地域１５戸) 
検査項目：生菌数、黄色ブドウ球菌(SA)、無乳性レンサ球菌、環境性ブドウ球菌、環境性レンサ球菌、 

大腸菌群、耐熱性菌、マイコプラズマ、牛ウイルス性下痢ウイルス(BVDV)遺伝子検査 
検査結果： 

 

 

 

 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先：伊那家畜保健衛生所 保健衛生課 Tel:0265-72-2782  

 

長野県伊那家畜保健衛生所 
〒396-0026伊那市西町5764 
Teｌ：0265-72-2782、Fax：0265-72-2765 
E-mail：inakachiku@pref.nagano.lg.jp 
URL：http://www.pref.nagano.lg.jp/inakachiku/ 

伊那諏訪家畜畜産物衛生指導協会 
Tel&Fax：0265-76-8086 

 

 

『原因』ランピースキン病ウイルスによる牛の伝染病 

『症状』全身の皮膚の結節や水腫、発熱、泌乳量減少等 

ほとんどの牛は徐々に回復するも数ヵ月を要し､生産性に影響 

『伝播』主に蚊、ハエ、ダニによる機械的伝播 

感染牛の移動で感染が拡大 

『対応』発症牛･発症牛の生乳：移動・出荷自粛 

 

 

 

 

 

R６－１０号 
R６．1２．９   

令和６年１１月６日、福岡県の酪農場で、国内初のランピースキン病が確認されました。 

主に、アフリカで流行していた病気ですが、近年は中東、ヨーロッパ、アジアへ感染が拡大、２０２３年

には韓国で発生しています。家畜伝染病予防法で届出伝染病に指定されており、有効な治療法は、

ありません。福岡県では１１月２１日から、ワクチン接種が開始されました。 

なお、本ワクチン接種牛に由来する牛肉は、米国へ輸出が認められません。 

ランピースキン病 とは、ゴツゴツした(lumpy)皮膚(skin)の病気

 

酪農生産性向上対策事業による
令和６年度 後期 バルク乳スクリーニング検査の集計結果をお知らせします 
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無乳性レンサ球菌（SAG）、マイコプラズマ検査、 

BVDV遺伝子検査は全ての農場で陰性でした。 
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【生菌数】 【ＳＡ】 【環境性ブドウ球菌】 

【環境性レンサ球菌】 【大腸菌群】 【耐熱性菌】 

 

多い 

少ない 

やや多い 

非常に多い 
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